
発行 社会福祉法人けやき福祉会設立準備会 

住所 新潟市西区上新栄町 3-4-83 

電話 ０２５－２６０－７７９８ 

※ このたよりは、会員の皆さんに発行しています

≪施設の名称が決まりました≫ 

これまでのけやき会の会議の中で、施設の

名称について皆さんで話し合いを行い、様々

な案がでましたが「あい・いからしの郷」の

名称で意見がまとまり、この名前で決定しま

した。 

 最初の言葉「あい」には、であい、ふれあ

い、ささえあい、めぐりあい、愛…と色々な

意味と想いを込めています。「いからし」は

施設の所在地をあらわし、「郷」は、故郷・

ふるさと（自分の生まれ育った土地）の意味

があります。 

 これからの社会福祉法人設立申請書類や

公募申請等にはこの名称を記載していくこ

とになります。皆様にも早く親しんでいただ

くことを願っています。 

≪設計最終案がまとまる（右図）≫ 

これまで「あい・いからしの郷」の設計に

関する打合せを設計担当メンバー５名と神

田陸建築設計事務所様とで行ってきました

が、いよいよ最終に近づいてきました。 

 会議で出された様々な意見を集約して、そ

れらを設計事務所に伝え、意見や要望を設計

に反映してもらっています。その結果、右図

のような設計図にまとまってきました。この

設計図が案としては最終案になり、これを基

にして詳細平面図等を設計事務所が作成す

ることになります。（多少の調整を行います） 

詳細平面図を確定していく途中で、新潟市

介護保険指定係の担当者と施設基準に沿っ

ているかチェックを受け、基準上問題ないと

いう段階で、公募申請に必要な図面に仕上げ

ていきます。 

 公募申請の発表が１１月中あるという見

通しの中で、設計事務所の皆さんには図面作

成に向けて、大変なご苦労をおかけすること

になります。今後ともご協力をお願いしま

す。 

 

「あい・いからしの郷
さと

」名称決まる！ 
高齢者総合 
生活支援施設 

2F 地域密着型特養№1及び№2 ユニット 

3F 地域密着型特養№3及び地域交流室 

【公募申請書類作成チームの紹介】 

公募発表が１１月にあることを受けて、申請書類を作成す

るチームが以下のように決まりました。時間がない中、メン

バーの皆さんに頑張っていただくことになります。  

皆様の応援をよろしくお願いします。 

□開設提案に関する提出書類と担当は以下のとおりです。

・応募の動機：会田さん、・理念基本方針：渡辺（美）さん、・

利用者等の保護：多賀さん、・利用者の決定：渡辺（美）さ

ん、・地域との連携：会田さん、栃倉さん他３名、・非常災害

対策：諸橋さん、・衛生管理：河内さん、・苦情処理：多賀さ

ん、・事故防止：金子さん、 

上記以外の事業運営等の必要書類は八幡が担当します。 

｛あい・いからしの郷｝建物設計図１Ｆ～３Ｆ 

1F 管理部門・小規模多機能事業所 
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今年 4 月から開店しています。ボランティア

で、ごはんを作ってくれる人、勉強をサポートし

てくれる人、遊びや手芸を一緒にやってくれる

人。皆さん地域の住民である方々や、学生さん達

です。子ども達は平均 10～16 人位です。すっか

り大人も子どもも馴染みの顔ぶれになりました。 

大人・子ども合わせて 35 人位で、一人一人と

話ができるちょうど良い人数だと思います。学校

帰りや習い事を終えて、子ども達はほとんど自分

でけやき食堂に来ます。中には来年小学校に入学

するので今から先輩達に混じって、ごはんもりも

り食べている子もたくましく参加しています。又

いつもお母さんと二人っきりでご飯食べているの

で、みんなと一緒に過ごすのがうれしいとお母さ

んも参加している人もいます。 

 けやきたより №７ 夕やけこどもけやき食堂 名付け親が言う「こども食堂」は～ 湯浅誠HP より 

名付け親が言う「こども食堂」は
「こどもの食堂」ではない PartⅡ 

 

”場”としてのこども食堂 

「むしろ、より積極的に、 
多世代交流型になることが望 
ましい」と近藤さんは言う。 
孤食をわびしく感じるのは、 

子どもだけではない。若者も 
お年寄りも、仕事で疲れて食 
事をつくる元気の出ない母親 
や父親も「今日はちょっと食 
べに行こうかな」と寄れれば 
いい。 
そして、子どもは食事後に遊んでもらったり、ちょっ

と勉強を見てもらったり、 
母親や父親は人生の先輩たちから子育てのアドバイス

を受けたり、地域の子育て情報を交換したり、 
お年寄りは、子どもと遊んであげることを通じて子ど

もに遊んでもらえばいい。 
そこに障害のある子どもや大人がいてもいいし、外国

籍の子どもや大人がいてもいい。 
より多くの人たちが「自分の居場所」と感じられるよ

うになることが理想だ、と。 
おそらくそれは、壁やドアで仕切られた特定の空間で

ある必然性もないだろう。 
バイク屋の前で、店主がバイクの手入れをしている

と、ワルガキどもが寄ってくる。元気か？どうしてる？
学校行ってるのか？と立ち話する中で、いつの間にか進
学相談やアルバイト相談や恋愛相談になっている。そん
な“場”。 
家の前の掃きそうじをしていると、近所の人が通りか

かって話し込むことになり、そこに下校途中の子どもた
ちが寄ってきて、そのお母さんたちも合流して、子ども 

たちが遊ぶ中で大人たちが立ち話しているような、そん
な“場”。 
人々が交差するときに、ただすれ違うだけでなく、ち

ょっと留まることによって生まれる“場”が、近藤さんの
イメージだ。

「だんだん」の軌跡 

そのことは、近藤さんと「だんだん」の軌跡によく表
れている。 
もともと歯科衛生士だった近藤さんは、歯の健康を通

じて「食べる」ことに関心を持っていた。 
そこで、つながりのある農家などから食材を調達して

週末だけ配達する小さな宅配事業を始めた。 
あるとき店頭で仕分けていると、ダイコンの立派な葉

ぶりを見たあるおばあさんから「分けてほしい」「平日
もやってくれないか」と頼まれ、ニーズがあるならと店
舗での販売も始めた。 
常時開くわけではない。それで「気まぐれ八百屋」。 
あるとき、自分の高校生の娘が「数学がわからない」

と言い出した。知り合いの教師 OB に相談したところ、
その人が夏休みの間、勉強をみてくれると言った。 
ありがたい話。自分の娘だけではもったいないと、知

り合いの子どもたちも声をかけて、低額の補習塾を開く
ことにした。 
それが「ワンコイン寺子屋」。 
この話には、結局自分の娘は来なかった、というオチ

がつく。 
「ワンコイン寺子屋」が新聞に取り上げられたとこ

ろ、教育経験者を含めた多くのボランティアの申し出が
あった。そこでワンコインとは別に、子どもたちが宿題
を持ってきて、ボランティアに無料で見てもらう場を開
くことにした。下校途中にちょっと立ち寄ってアドバイ
スをもらって帰るイメージ。
それで「みちくさ寺子屋」。
「だんだん」の日常は、そうやって生まれた数々の

「プチ企画」で満ちている。 
引続き、次号に続く 

湯浅誠  | 社会活動家・法政大学教授 HPより 

カウンターに並ぶ自然食品の脇が

近藤博子さんの定位置だ（写真：湯浅） 

［たくさんの方々からのご支援］ 

地域のご近所様はじめ、新潟大野 

ライオンズクラブ様等、五泉市や三

条市、曽野木など遠方の方からも、

お米や野菜、お菓子、寄付金を頂戴

いただき、子どもけやき食堂の運営

が賄われていまして本当に感謝申し

上げる次第です。皆さん「子ども達

が笑顔でしあわせでいてほしい」と

見守り育んでくださっています。子ども達もその気

持ちをきっと受け止めていってくれると思っており

ます。

次ページへ続く 

http://rdsig.yahoo.co.jp/_ylt=A2RilOTsz5pXEF0At9IxEv17/RV=1/RE=1469849964/RH=cmRzaWcueWFob28uY28uanA-/RB=4YGMziguLa_5l6iirG_djPxVyOo-/RU=aHR0cDovL2J5bGluZXMubmV3cy55YWhvby5jby5qcC95dWFzYW1ha290by8-/RS=%5EADAmYrO.vr9xNgg44Q29iiT9yn01vs-
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けやきたより 2016 年１０月３１日 １１・１２月の会議日程 会員の皆様の声 

開催日：１１月 ２日（水）、１１月１７日（木） 

１１月２４日（木） 

１２月 ２日（金）、１２月１５日（木） 

会 場： 上新栄町集会所 

時 間： 午後７時から８時３０分 

※当日は会場費 200 円が必要です

※参加はご自由ですので、ご興味のある方、一緒に

活動していただける方は、ぜひ一度ご参加下さい。 

会員の皆様の声 

１１、１２月の会員会議 

施設設計も終盤に差し掛かり、いよいよ全貌が明

らかになってきました。高齢者や障がいを抱える方、

（不登校を含む）子ども、（ひきこもりを含む）若者

みんなが力を合わせて生きていける拠点になれば…

と、夢は膨らみます。一方で、様々な厳しい現実も明

らかになってきました。この厳しい現実の中、夢を実

現するには経営戦略等も極めて大事ですが、私はや

はり「理念」が大事だと思います。代表の会田さんが

示してくれた「理念」には、「誰のために何をするの

か」がしっかり含まれています。 

想いが先行すると、ともすれば人は自分の想いだ

けが先走ってしまいがちです。想いも大事ですが、

「理念」と一致するよう整合性を考え、自分を磨く努

力もまた重要だと思っています。 

仲間を信頼し、「理念」を守り、「誰のために何をす

るのか」を常に念頭に置きながら、できることを一つ

一つやっていった先に、きっと私たちが見たい世界

がある！私は、そう信じて、これからも微力ながら努

めていきたいと思っています。 

前ページより（夕やけこどもけやき食堂） 

［西区にもう一つ子ども食堂できました］ 

にしっ子食堂（新通:護念寺） 

☎090-2628-9658 赤井さんまで

［新潟の子ども食堂の広がり］ 

11／2「にし.Co.Mi.ＮET2016」 

（西区異業種交流会・イマドキの子ども事情） 

メイワサンピア・14:00～17:45

けやき会に寄せる思い 板垣 龍介 私は、東区に在住しているささえあい生協の職員

です。９３歳になる母との二人暮らし。母の生活は

二人の姉が交互に毎日世話してくれるおかげで成り

立っています。母は、身体的にはとりあえず何でも

自分のことはできますが、認知症が進み、私のこと

は 2階にいる同居人としか思っていないようです。 

西区に社会福祉法人を設立して特養を作りたいと

いう話が会田さんから生協の高見理事長にあったと

聞いて、まず思ったことはこの事業は成功させなけ

ればならないということでした。 

けやき会の会議の中でも話しましたが、生協とし

て事業運営が順調に伸びてきていること（天の時）、

新潟市の介護保険計画が平成２９年度事業でしかも

西区であること（地の利）、何よりも会田さんを中心

とした地域の皆さんがついていること（人の和）、こ

れだけの条件がそろっている中、やれないはずはな

いと思っています。後は、具体的な作業を確実に進

めていくことです。 

母のような認知症の高齢者が安心して、終の棲家

として生活できるそんな施設づくりをしたいと考え

ています。 

11／13「福祉、介護、健康フェア」 

（安心できる暮らしを提案、明日のためにできるこ

と、地域包括ケアシステム・子ども食堂の普及啓

発）朱鷺メッセ・9:30～16:30 

11／18「アルザフォーラム」 

（新潟女性会議・子ども食堂の活動） 

アルザにいがた 13:30～16:00

12／12「子ども食堂の輪全国ツアーにいがた」

新潟ユニゾンプラザ・11:00～16:30

けやき会設立に向けて 八幡 義博 
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けやきたより №７ ささえあい生協の紹介 寄付ご協力のお願い 編集後記 

います。 

 実施している事業は、小規模多機能型居宅介護事

業所を新潟県内で９事業所、他に通所介護事業所、

認知症グループホームの介護保険事業、若者の就労

支援を行っている若者サポートステーション事業、

ひきこもり、ニートの若者に対する支援を行うひき

こもり相談支援センター、障がい者の就労支援事業

等、１６事業所で福祉の仕事に取り組んでいます。 

今回の社会福祉法人を設立し、高齢者総合生活支

援施設「あい・いからしの郷」を開設する取組みも

住民の皆さんと共に、当生協役職員・組合員も最大

限尽力します。 

なお、ささえあい生協はどなたでも１口 5 千円

の出資で組合員になることができます。詳しくはさ

さえあい生協事務局にお問合せ下さい。 

事務局 Tel：025-378-6181 

「夢」が一歩一歩確実に 

「カタチ」に近づいています 

けやき会では、新たに役員体制が整い、設立す

る社会福祉法人の名称も「社会福祉法人けやき福

祉会」とすることが決まりました。これからも、

建物の設計をはじめとして具体的に決定すべき事

項があり、それらを確定させることをとおして組

織・体制の整備を行っていきます。 

まず、優先して取り組むべきことは、皆様から

の寄付金を早く目標である１億円に到達させるこ

とです。現在、会員及び会員以外の多くの方から

総額で約８，１００万円の寄付金や寄付金の予約

が寄せられています。 

新潟市の介護事業の公募も 1１月中に発表され

る予定ですし、同時に社会福祉法人設立の申請を

行います。私たちの願いを実現するためには、ま

だ２，０００万円ほどが必要になります。なにと

ぞ皆様のさらなるご協力とご支援をお願い申し上

げます。 

◇呼びかけ人一同

寄付金振込口座 
郵便局 口座番号：００５８０－０－１０２５４９ 

「社会福祉法人けやき会」設立準備会 
代表 会田きよみ 

第四銀行 小針支店  
普通預金：口座番号 １３４５９８９ 
社会福祉法人けやき会設立準備会 

代表 会田きよみ 
※大光銀行、ろうきんでも受け付けております

■気がつけば、１０月も終わろうとしています。

今月は暑かったり寒かったりと気温も不安定でし

たね。新潟市も紅葉が始まりそうです。 

こうしていよいよ寒くなると、障害を持つこども

は免疫力が低い故に体調管理に気を遣い、外出もま

まならないことも増える現実があります。 

したがって、けやき会にはあまり貢献できないか

もしれません。ごめんなさい。 

遠くから情熱をもって活動しておられる皆さん

を心から応援していますよ！    土屋 容子 

会報によく登場する「ささえあい生協」って、と 

まだご存じない方に簡単に紹介します。 

正式名称は「ささえあいコミュニティ生活協同組合

新潟」と言います。本部事務局はＪＲ小針駅前にあ

ります。（新潟市西区小針南台） 

2006 年に設立。今年はちょうど創立１０周年の

記念の年です。国など行政に期待し要望するだけで

なく自分たち市民も主体的に事業をやろうと、自治・

公正・民主の協同の理念・価値を重視して事業・活

動・組織を推進してきました。 

高齢者だけでなく、障がい者や若者そして生活困

窮などさまざまな問題を抱える住民の問題を、お互

い様の精神＝社会包摂の理念で支え合っていく組織

です。 

運営は、自ら出資し・働き・経営に参画し構成員 

が権限・役割・責任を持って行う方式にこだわって 

ささえあい生協の紹介 

■娘が陸上を始めました。先日、娘と一緒に陸上

の練習を行ったところ、全身が筋肉痛で足が思うよ

うに上がりません。学生の頃はスポーツが大好きだ

ったがゆえに、ショックも大きかったです。娘に指

導されながら、ちょっとずつ鍛え直していこうと思

います（涙）。           板垣 龍介 

■尿管結石から、早２ヶ月。痛みはもうほとんど

ありません。ただ、石はまだ居座っているようです。 

医者からは出るまでに２～３ヶ月かかるといわ

れています。後、１ヶ月で出てくれるでしょうか。

小用の度に便器をのぞく毎日から早く脱したいの

ですが…。こんな時にも人に（石に？）無理を言え

ない性格が出るようです。 

でも、お願いだから早く出て！と心の中で思い続

けています。  八幡 義博


